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器で使用されている Bethesda systemをベースにし Oral Bethesda systemの classificationを作成
した。この診断基準を用い同一検体を再診断し、その結果をPapanicolaou class分類と比較検討した。




細胞診の新たな分類方法は感度が 88％、偽陰性率が 12％と、Papanicolaou class分類と比較し検出およ
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 結果の要旨       
 






本研究は、口腔細胞診において LBC システムを用いた Oral Bethesda system の有用性について検討し
た。 
本審査委員会では、1)採取部位による正診率、年齢、性別に対する差異について、2) LSIL、HSIL の違
いの臨床的な意義について、3) 統計方法の選択、4) SCC 症例の予後などについて質問がなされた。 
これらの質問に対して、1) 採取部位について先行研究で診断に影響がないことが示されている。年齢、
性別については採取された細胞とは無関係である。また、再診断においてはマスク化しているので本検討
では考察していない。2)診断における LSIL、HSIL の違いはあり採取される細胞は異なるが、臨床上は双
方ともに要精査群であると考える。3)サンプルの分布、サンプル数を考慮して Fisher の正確検定を使用し
た。4)今回は横断研究であり、今後の観察項目に入れたい。との回答があった。また、論文タイトル、英
文校正、図表、文献記載に対する改善点が指摘され、それらについて訂正および追加を行い、論文を修正
した。その他、がんプロフェッショナル養成基盤推進プランのコースワークや症例に対する口頭試問が行
われ、これらに対しても妥当な回答が得られた。 
以上の結果より、本研究で得られた知見は今後の歯学の進歩、発展に寄与するところが大であり、学位
授与に価するものと判定した。 
